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フィッショントラック（ＦＴ）熱年代学を用いて、野島断層を掘削した３本のボーリングコア（ＧＳＪ７５０
ｍコア・ＮＩＥＤ１８００ｍコア・ＵＧ５００ｍコア）と、平林トレンチ調査で採取した断層試料の分析を行った。
この断層試料は断層摩擦熱によって溶融したとされるシュードタキライト（ＰＴ）を含む。測定の結果、ボーリン
グコアの断層近傍試料において平均ＦＴ長の減少が見られた。また、トレンチ試料はＰＴ層においてのみ年代が若
返った。コア試料における平均ＦＴ長の減少は断層沿いを流れる流体、断層試料におけるＰＴ層のみの年代値の若
返りは断層摩擦熱によって説明できる。 
 
 
フィッショントラック（ＦＴ）熱年代学は、加熱の温度と時間に応じて短縮・消滅するＦＴの特性を用い、Ｆ
Ｔ長と単結晶年代の分析から岩石の温度履歴を復元できる。従って、この方法を断層近傍試料に適用することによ
り断層摩擦熱や熱水による二次的な温度上昇を検出することが可能である。そこで我々は、断層解剖計画等によっ
てよく研究されている野島断層を対象として、同断層を掘削した３本の掘削コア、及び平林トレンチ調査で採取し
た野島断層試料のＦＴ分析を行った。掘削コア試料には防災科学技術研究所（ＮＩＥＤ）平林１８００ｍボーリン
グコア・地質調査所（ＧＳＪ）平林７５０ｍボーリングコア・大学グループ（ＵＧ）富島５００ｍボーリングコア
を用いた。 
  ボーリングコア試料のＦＴ分析の結果、以下のことが分かった。 
(1)全てのコアについて、断層上盤側で採取した断層近傍試料（約 4ｍ以内）からＦＴの短縮が認められた。こ
れらの試料の年代データとＦＴ長分布から概算される最終冷却年代はＧＳＪ・ＮＩＥＤコアについては約４０Ｍａ、
ＵＧコアについては約２Ｍａである。 
(2)断層から上盤側に10ｍ程度離れた試料からはＦＴの短縮はほとんど認められなかった（ＧＳＪコア・ＵＧコ
ア）。これらの試料の年代は約８０Ｍａを示す。淡路島に分布する領家帯花崗岩の初期冷却年代は、同域の黒雲母
及び角閃石のＫ－Ａｒ年代（高橋，1992）と東部領家帯花崗岩のＦＴ年代(Tagami et al., 1988)から~65-90Ｍａ
と推定される。従って、この年代値はコア試料の初期冷却年代を示すと解釈される。 
(3)ＧＳＪコアについては断層から 60-70ｍ離れた地下浅部の試料からも断層近傍試料(1)と同様のＦＴの短縮
及び年代値の若返りが認められた。ＵＧコアについても浅部にある２試料のＦＴ長分布に同じ傾向が見られる。 
(4)ＧＳＪコアの断層下盤側から採取された断層近傍試料については、上盤側同様ＦＴの短縮が認められた。し
かし、ＵＧコアの断層下盤側から採取された大阪層群試料については、断層近傍（＜0.1ｍ）にもかかわらず、著
しいＦＴの短縮は見られなかった。 
  トレンチ調査で採取した試料の測定には、シュードタキライト（ＰＴ）層（幅２ｍｍ）とそれに接する細
粒ガウジ層（幅１ｃｍ）の２試料を用いた。ＦＴ年代測定の結果、ＰＴ層の年代値は 55Ｍａを示した。一方、細
粒ガウジ層の年代値は 96Ｍａを示した。これらの断層岩の原岩は共に領家帯の花崗岩であることから、幅２ｍｍ
のＰＴ層においてのみＦＴ年代が若返ったと解釈される。 
  コア試料の断層近傍及びトレンチ試料のＰＴ層において、ＦＴの短縮・消滅を示唆する測定結果が得られ
た。これらの結果が何に起因するものであるのか考察するため、以下４つのモデルを立てた：(A)断層沿いの温度
上昇、例えば(A-1)断層沿いの高温流体による温度上昇や(A-2)断層運動による摩擦熱の発生、があった場合、(B)
断層に沿った上盤の上昇によって、地下深部から若いＦＴ年代を示す岩体が上盤側に現れた場合、(C)断層破砕帯
内で地下深部から若いＦＴ年代を示す岩体の局所的な上昇があった場合。 
  コア試料から見られたＦＴ短縮が幅４ｍ（鉛直方向に 25ｍ）程度と比較的狭いことから、通常の地温勾配
（26℃/ｋｍ）のもとでは(B)は考えにくい。同様にトレンチ試料についても(B)は否定できる。また、(C)のように
断層沿いで若い年代を示す岩体が局所的に上昇したのであれば、等しい年代を示す岩石のＦＴ長分布は同じ形状を
示すはずである。ＦＴ長及びＦＴ年代データが少ないのでまだ確定しにくいが、少なくとも平林の２本のコア試料
を見る限りその傾向は見られない。次に、断層沿いの温度上昇(A)についてはどうか。(A-1)の場合、ＦＴ短縮が認
められた試料は変質を伴っていると考えられる。実際にボーリングコア試料の破砕変質データと比較すると、破砕
変質の影響を強く受けた試料のＦＴが顕著に短縮している。特にＵＧコアについては断層直上が強く破砕変質して



いるのに対して、直下ではほとんど破砕変質していない。これはＦＴ分析結果(1・4)と調和的である。一方、(A-2)
の場合、例えば断層中軸部の温度が断層摩擦熱によって１秒間で 1600-2500℃まで上昇する場合の温度プロファイ
ルから、幅２ｍｍの範囲のみでＦＴが短縮・消滅することが予想される。これはトレンチ試料における測定結果と
よく一致する。 
  以上のことから、コア試料の平均ＦＴ長の減少は断層沿いを流れる流体、ＰＴ層の年代値の若返りは断層
摩擦熱による熱影響によって説明できる。しかし、(C)の場合もＦＴ分析だけでは完全に否定できないことから、
岩石の組成・変形データ等から再度検討する必要がある。 


